
医療福祉学研究科
■修士課程 医療福祉経営専攻
■博士課程 保健医療学専攻

大学院生募集
2019 GUIDEBOOK

医療福祉学分野

03-5574-3903
daigakuin-nyushi@iuhw.ac.jp

https://www.iuhw.ac.jp/

E-mail

HP

Tel学生募集要項
は次のいずれ
かの方法でご
請求ください。

医療福祉学分野パンフ2019_1012.indd   2 18/10/12   16:30



　　赤坂に立地した利便性のあるキャンパスと夜間開講による学習の容易さ。

　　 大田原、小田原、福岡等のキャンパスで、遠隔授業を採用。また、インターネット授業、VOD（ビデオ・オン・
デマンド）などの活用により、遠隔学習によってどこからでも容易に学習できる体制で教育と研究指導を実
施する。 

　　 実務経験豊かな第一線の教員による、最先端、最新の講義内容と乃木坂スクールの活用による多面的な
学習機会の提供。

■ 地域包括ケアの時代の保健医療・福祉専門職のスキルアップのために
　保健医療を学びたい福祉職、福祉を学びたい保健医療職の方を対象に、力量向上のための充実した学習機会を提供します。

■ 福祉専門職の視野を広げ実践力を向上させる
　今日の福祉は従来の児童、障害、高齢、低所得などの対象別福祉の範囲を超えて、広く拡大しています。今日の福祉は社会福
祉法の規定にもみられるように、地域での支援を基調としながら、医療、看護、所得保障、介護、教育、就労などの社会サービ
ス関連分野との連携が求められています。そして生活支援を中心とする福祉サービスの提供とマネジメント、権利擁護など、支
援を必要とする人々が地域での自立した生活が営めるよう支援を行う専門能力の向上と確立が社会の要請です。
　さらに、福祉介護サービスを事業として実施するための経営管理能力も求められるようになっています。医療福祉学分野は
このような動向をふまえ、本学の特長である医療・看護等の分野との連携を生かした福祉専門職の養成とスキルアップをめざ
すとともに、医療福祉経営分野との連携により、福祉・介護サービスの経営管理能力の涵養が可能なカリキュラムによって、こ
れからの福祉人材に期待される社会のニーズに応えることを狙いとしています。

■ 福祉を学びたい保健医療専門職のために
　さらに、保健医療の専門職にとっても生活支援をはじめとする福祉への理解が必要になっています。医療福祉学分野は、福
祉・介護・医療等の領域で働く福祉職や生活支援について関心のある保健医療職などの専門職を主たる対象とし、その他のこ
の分野を学ぼうとする多様な人々を受け入れます。

■ 修士課程　　2 年課程　取得学位：修士（医療福祉学）
1.  福祉職の業務の多様化と高度化に鑑み、横断的な学習を促進する。
2.  カリキュラム構成を明示する。
 医療福祉学分野基幹科目を分野固有の科目群として設定し、その上に大学院開講科目を福祉専門職の学習ニーズを勘案
し体系的に配したカリキュラムを明示。 

3.  医療福祉学分野の教育のコンセプトを明確化し、３つの柱として提示する。
(1) 対人支援技法の強化。
(2) 第一線の福祉実践を熟知し実践力を強化。
(3) 社会サービスの制度に精通。

【専門科目】 医療福祉学 Ⅰ・Ⅱ、医療福祉システム特論、福祉実践各論、障害学、医療福祉制度論、面接法・記録法、
医療福祉学研究指導Ⅰ（研究計画作成）・Ⅱ（研究方法指導）・Ⅲ（研究実施手法指導）・Ⅳ（論文作成指導）

※修士課程は、専門学校等を卒業された満22歳以上の方も出願可能です。　（国家資格保持等の条件を満たしている必要があります）
※専門科目は変更になる場合もあります。

■ 博士課程　　3 年課程　取得学位：博士（医療福祉学）
医療福祉学分野は、本学の特色を生かして福祉学、対人援助論と保健医療学の教員とが協働して研究指導を行っている。
医療、福祉、介護の制度の連携と協働の時代にふさわしい、研究環境を提供する。 

【専門科目】 医療福祉学講義、医療福祉学演習、医療福祉学研究指導 Ⅰ（研究計画指導）・Ⅱ（研究手法指導）・
Ⅲ（論文作成指導）

履修上の特長

医療福祉学分野の特長

より詳しい情報と進学相談先はホームページでご確認ください。 https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/
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■医療福祉学分野の教育内容等に関するご相談　E-mail：nakamura@mcw-forum.or.jp（分野責任者：中村 秀一）

中村 秀一 教授　副大学院長、医療福祉学分野責任者
研究指導テーマ：保健医療福祉政策論
国際医療福祉総合研究所所長。東京大学法学部卒業。1973 年厚生省（現厚生労働省）入省。在スウェーデン日本国大使館、厚生省保険局、
北海道庁、厚生省老人福祉課長、年金課長、保険局企画課長、大臣官房政策課長などを経て、2001 年厚生労働省大臣官房審議官。2002 年老
健局長、2005 年社会・援護局長、2008 年社会保険診療報酬支払基金理事長を歴任後、2010 年内閣官房社会保障改革担当室長に就任（2014
年 2月まで）。また 2012 年より一般社団法人 医療介護福祉フォーラム理事長。

小嶋 章吾 教授  （博士・修士指導）
研究指導テーマ：
① ソーシャルワーク
② 修正版グラウンデッドセオリーアプローチ
③ 地域包括支援体制とソーシャルケア
④  面接・記録の理論と技法、特に生活場面面接と生活支援
記録法

東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程単位取得満期退学。医療ソー
シャルワーカー、大正大学人間学部を経て現職。M-GTA 研究会相談役。生
活支援記録法（F-SOAIP）共同開発者。主著『M-GTA による生活場面面接
研究』ハーベスト社。

高橋 暢介 さん　博士課程　2017 年入学
（株）ベルツ　在宅リハビリテーションセンター草加
訪問看護部　リハビリ課　作業療法士

社会人大学院生のための国際医療福祉大学大学院
　入学動機は、リハビリテーション領域の臨床実践に医療福祉
学分野の学問を取り入れたかったからです。研究テーマは、「訪

問作業療法士が訪問リハビリテーション利用者の主体性を引き出す会話のプロセ
ス」です。著名な大学教員の方々をはじめ、親切・丁寧な大学院事務局があなた
の大学院生活を応援してくれます。

中島 賢二 さん　修士課程　2017 年修了
マロニエ医療福祉専門学校福祉心理学科・社会福祉士学科通信課程　学科長

大きな達成感と喜びをぜひ味わってください。
　専門学校の教員として勤務し、理論と実践を学生に講義する中、40 歳という人生の節目にも伴い、自身の現場経験を基に研究という領域から自身を高め
るべく、国際医療福祉大学大学院の進学を考えました。本大学院を志望した理由は、仕事を継続しながら学べる環境と、研究領域におけるプロフェッショ
ナルな教授の存在が大きな動機となりました。

　大学院で研究を進めるにあたり、研究方法、調査の在り方、考察の方法等、細部にわたり、素人同然の私を導いて下さいました。また、学会等での発表の機会にも背中
を押していただき、学位論文では、何度も教授の研究室にお邪魔させていただきましたが、終始適切なご助言と激励から、大変充実した大学院生活を送ることができました。
　年齢や仕事を理由に大学院への進学をあきらめることはありません。新たな知見はもちろん、院生として数多くの出会いも大きな糧となります。大きな達成感と喜びをぜひ
味わってください。
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 さん　修士課程　2017 年入学
関連施設マロニエホーム　介護福祉士

新しいことでも恐れずチャレンジ
　本学の医療福祉・マネジメント学科を卒業後、「日本におけ
る外国人介護士の受け入れ」についての研究が続けたくて、大

学院に進学しました。大学院生活では、議論や発表などが活発に行われています。
時間の経過が本当に早いので、自分の中で明確な目標があった方が、より密度
が濃い時間が過ごせると思います。

下泉 秀夫 教授  （博士・修士指導）
研究指導テーマ：
① 障害児の医療・保健・福祉の連携
② 発達障害児とその家族への支援
③ 地域における児童虐待防止
④  医療的ケアを必要とする重症心身障害児者とその家族へ
の支援

国際医療福祉リハビリテーションセンターセンター長、なす療育園施設長、
児童心理教育治療施設那須子どもの家嘱託医。徳島大学医学部卒業。自治
医科大学小児科、栃木県身体障害医療福祉センターを経て現職。博士（医学）。

林 和美 教授  （修士講義担当）
専門分野：
 高齢者福祉・地域支援ネットワーク・ケアマネジメント

日本福祉大学大学院・社会福祉学研究科 福祉マネジメント
専攻 ( 修士課程 )・岐阜県社会福祉協議会、社会福祉法人
慈恵会、あじさい看護福祉専門学校を経て、国際医療福祉
大学で教鞭をとる。

小林 雅彦 教授  （博士・修士指導）
研究指導テーマ：
① 地域福祉の推進主体　
② 地域福祉計画
③ 要支援者に対する権利擁護システム

日本社会事業大学大学院修士課程修了。川崎市社会福祉協議会、全国社会
福祉協議会、厚生労働省地域福祉専門官を経て2002 年度より現職。編著「地
域福祉の法務と行政」（ぎょうせい）、共編著「地域福祉論」（第一法規出版）。

松永 千惠子 教授  （博士・修士指導）
研究指導テーマ：
① 地域で生活する障害のある人への支援
② 障害者虐待　
③ 地域生活移行　
④ 高齢障害者支援

日本社会事業大学大学院博士後期課程修了。（独）国立重度知的障害者総合
施設のぞみの園研究課長を経て2009 年より現職。単著『知的障害者がグルー
プホームに住めない理由』株式会社中央法規出版、2015。

教員紹介

▶▶▶ 修了生の声

▶▶▶ 在校生の声
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国際医療福祉大学大学院
保健 •医療 • 福祉専門職のキャリアアップを支援

国際医療福祉大学 国際医療福祉大学
附属病院

「働きながら大学院で学びたい」社会人が学びやすい３つの特長

　　キャンパス
「働きながら大学院で学びたい」。こうした医療・福祉専門職の
方々のニーズに応えるため、本大学院は、大田原（栃木県）、成田
（千葉県）、赤坂（東京都）、小田原（神奈川県）、
熱海（静岡県）、福岡・大川（福岡県）に
7つのキャンパスを開設しています。
※ 分野により受講が限られる
キャンパスがあります。

１

　　同時双方向遠隔授業
キャンパスを同時双方向遠隔授業システムで結び、複数のキャ
ンパスで授業をリアルタイムで受講できるようにしています。こ
のシステムはテレビ会議方式を授業に取り入れたもので、テレ
ビカメラによる映像や音声、書画カメラの映像、パソコンのファ
イル情報などが、各キャンパスでリアルタイムに共有できます。
これにより、どのキャンパスでも授業が行われている教室と同じ
状態で授業を受けることができ、質問やディスカッションなど同
時双方向のコミュニケーションも可能です。

３

　　カリキュラム
多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に行い、社会人が
学びやすい環境を整備しています。
※専攻、分野により異なります。

２

田原（神奈川県）、京京京都）、小田
岡県）に岡・・大川（福岡
いますを開開開設してい

限限らられる
ますすす

す。

す。
大田原
キャンパス

（栃木県大田原市）

福岡
キャンパス
（福岡県福岡市）

東京赤坂
キャンパス
（東京都港区）

大川
キャンパス
（福岡県大川市）

成田
キャンパス
（千葉県成田市）

小田原
キャンパス

（神奈川県小田原市）

熱海
キャンパス
（静岡県熱海市）

同時双方向
遠隔授業
同時双方向
遠隔授業

大学院 医療福祉学研究科

大学院 医学研究科

大学院 薬学研究科 大学院 薬科学研究科

修士課程

博士課程

博士課程（４年制）

博士課程

修士課程

保健医療学専攻
● 看護学分野
● 特定行為看護師養成分野
   （旧：ナースプラクティショナー養成分野）
● 助産学分野
● 理学療法学分野
● 作業療法学分野
● 言語聴覚分野
● 視機能療法学分野
● 福祉支援工学分野
● リハビリテーション学分野
● 放射線・情報科学分野
● 生殖補助医療胚培養分野
● 医療福祉教育・管理分野

● 臨床検査学分野
● 遺伝カウンセリング分野
● 災害医療分野
医療福祉経営専攻
● 医療経営管理分野
● 診療情報アナリスト養成分野
● 医療福祉国際協力学分野
● 先進的ケア・ネットワーク開発研究分野
● 医療福祉学分野
● 医療福祉ジャーナリズム分野
● 医療通訳・国際医療マネジメント分野
臨床心理学専攻

医学専攻
● 基礎医学研究分野
● 臨床医学研究分野

● 社会医学研究分野

医療・生命薬学専攻

修士課程（２年制）
生命薬科学専攻
● 生命薬学分野 ● 医療薬学分野

保健医療学専攻
● 看護学分野
● 助産学分野
● 理学療法学分野
● 作業療法学分野
● 言語聴覚分野
● 視機能療法学分野
● 福祉支援工学分野
● リハビリテーション学分野
● 放射線・情報科学分野
● 生殖補助医療胚培養分野
● 臨床検査学分野
● 医療福祉経営学分野
● 診療情報管理・分析学分野

● 医療福祉国際協力学分野
● 先進的ケア・ネットワーク開発研究分野
● 医療福祉学分野
● 医療福祉ジャーナリズム分野
● 臨床心理学分野

公衆衛生学専攻
● 国際医療学分野
● 疫学・社会医学分野

● 医療福祉管理学分野

2018年4月、東京赤坂キャンパスを開設しました。

Tel  03-5574-3903　 E-mail  daigakuin-nyushi@iuhw.ac.jp　 HP  https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/

学生募集要項は次のいずれかの方法でご請求ください

大学院に関するお問い合わせ
東京赤坂キャンパス入試事務室　　Tel：03-5574-3903　　〒107-8402　東京都港区赤坂4-1-26
※修士課程は、専門学校等を卒業された満22歳以上の方も出願可能です（国家資格保持等の条件を満たしている必要があります）。

■ 東京赤坂キャンパス 赤坂心理・医療福祉マネジメント学部（心理学科、医療マネジメント学科）
■ 大田原キャンパス 薬学部（薬学科・6年制）
 医療福祉学部（医療福祉・マネジメント学科）
  保健医療学部（看護学科、理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、視機能療法学科、

放射線・情報科学科）
■ 成田キャンパス 医学部（医学科）
 成田看護学部（看護学科）
 成田保健医療学部（理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、医学検査学科）
■ 小田原キャンパス 小田原保健医療学部（看護学科、理学療法学科、作業療法学科）
■ 福岡キャンパス 福岡看護学部（看護学科）
■ 大川キャンパス 福岡保健医療学部（理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、医学検査学科）

■ 国際医療福祉大学病院（栃木県）
■ 国際医療福祉大学塩谷病院（栃木県）
■ 国際医療福祉大学三田病院（東京都）
■ 国際医療福祉大学熱海病院（静岡県）
■ 国際医療福祉大学市川病院（千葉県）
■ 国際医療福祉大学成田病院（千葉県）＊

＊ 2020 年開設予定
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